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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月14日(2016.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記記録ヘッドのノズルからのインクの吐出速度は、前記エージング処理の回数に従っ
て低下し、エージング処理に伴うインク吐出回数が増しても、吐出速度が変化しない飽和
状態の吐出速度に達することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の記録装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１４】
　前記記録ヘッドのノズルからのインクの吐出速度は、前記エージング処理の回数に従っ
て低下し、エージング処理に伴うインク吐出回数が増しても、吐出速度が変化しない飽和
状態の吐出速度に達することを特徴とする請求項９乃至１３のいずれか１項に記載のエー
ジング方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６】
　液体吐出ヘッドのエージング方法であって、
　前記液体吐出ヘッドは、液体を吐出するために利用されるエネルギーを発生する複数の
電気熱変換素子が配列される電気熱変換素子の列と、前記電気熱変換素子に対応して形成
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される、液体を吐出する複数の吐出口とを備え、
　前記電気熱変換素子の列に含まれる少なくとも一部の電気熱変換素子にエージング処理
を行い、
　前記電気熱変換素子の列の端部側の電気熱変換素子に対するエージング回数は、前記電
気熱変換素子の列の中央部側の電気熱変換素子に対するエージング回数より多いことを特
徴とするエージング方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　さらに本発明を他の側面から見れば、液体吐出ヘッドのエージング方法であって、前記
液体吐出ヘッドは、液体を吐出するために利用されるエネルギーを発生する複数の電気熱
変換素子が配列される電気熱変換素子の列と、前記電気熱変換素子に対応して形成される
、液体を吐出する複数の吐出口とを備え、前記電気熱変換素子の列に含まれる少なくとも
一部の電気熱変換素子にエージング処理を行い、前記電気熱変換素子の列の端部側の電気
熱変換素子に対するエージング回数は、前記電気熱変換素子の列の中央部側の電気熱変換
素子に対するエージング回数より多いことを特徴とするエージング方法を備える。
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